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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	小学校第３学年　　道徳

	２　ねらい
	・礼儀の大切さを知り、だれに対しても真心をもって接しようとする意欲を養う。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	· ・円滑でよりよい人間関係を築きながら社会生活を営んでいく     

ためには、礼儀正しくふるまうことは非常に大切である。しかし、日常生活の中では、ちょっとした言葉や態度の行き違いから、互いに傷つけて気まずい関係になってしまうことも起こりがちである。毎日の生活の中で、相手を思いやる気持ちを大切にし、だれに対しても優しい言葉遣いやふるまいができるようにしたい。

・本実践は、「礼儀」という題材を通して、社会とのかかわりの中で生活し、仕事をしていく上で基盤となる能力の一つ、コミュニケーションスキルを高めていく活動である。特に価値の多様化が進む現代社会においては、様々な他者を認めつつ、それらと協働していく力は、キャリア教育の視点からも身に付けさせていきたい重要な力である。








ことばのまほう
１　学年、教科・領域　　　小学校第３学年　　道徳【2-(1)】
２　本時の目標

（1） 礼儀の大切さを知り、だれに対しても真心をもって接しようとする意欲を養う。

（２）「人間関係形成・社会形成能力」＜コミュニケーションスキル＞
３　準備

　○　資料「ことばのまほう」（出典：あかるいこころ）
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　けんかをしたときの自分の言葉遣いや態度について発表する。

　・顔が真っ赤になる。

　・大声でいやなことを言う。

　・物や相手を蹴ったり、たたいたりする。
	○けんかをしたときの体験を想起させ、本資料のゲーム店での「ぼく」に共感させるきっかけとする。

○座席をコの字型にし、話しやすい雰囲気作りをする。

	２　本資料を読んで話し合う。

(1) ドアのところでぶつかったと

き、「ぼく」はどんな気持ちでどなったのでしょう。

・痛い。

・どこ見てるんだよ。
(2) スーパーマーケットで謝られた「ぼく」はどんな気持ちになったでしょう。

・ぼくも悪い。

・拾ってくれてありがとう。

(3) 笑顔を見てはっとした「ぼく」

はどんなことに気付いたのでし

ょう。

・先にどなると相手もどなるん
　だ。

３　自分たちの生活を振り返って、礼儀正しくして気持ちよかったことを話し合う。
　・いつでも「ありがとう」「ごめんなさい」を言える人は、見ていて気持ちがいい。
	○思わずどなってしまった「ぼく」の気持ちに共感させる。
○役割演技を行い、２人組で「ぼく」と「その子」の役を交代で行い、お互いの気持ちを感じ取らせる。

○言葉遣い一つで相手の態度が変わることに気付かせる。

○相手の笑顔で気持ちがなごみ、自分もいけないところがあったという気持ちになれることを考えさせる。

◎今後の生活で、よりよい人間関係を築くために礼儀正しく真心をこめて人と接していこうとする意欲をもたせる。
☆他者の気持ちに配慮した礼儀正しいコミュニケーションのとり方を考えることができたか、発表内容から判断する。

	４　礼儀に関する教師の体験談を聞く。
	○礼儀正しく生活することの大切さについて子どもの心に響く話をする。
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「ことばのまほう」





題材名





本実践








「ことばのまほう」（道徳）


(1) 礼儀の大切さを知り、だれに対しても真心をもって接しようとする意欲を養う。


(2) キャリア教育としての目標


「人間関係形成・社会形成能力」


＜コミュニケーション・スキル＞





＜日常活動＞


・朝の会


・帰りの会


・当番活動





＜国語科＞


すすんで話し合い、発表しよう





＜体育科＞


バスケットボール型のゲームをしよう





＜特別活動＞


・あいさつ運動


・異学年交流


・ペア学級





様々な場面で人とのかかわり、あいさつ・礼儀を通して、コミュニケーション能力を高める。





＜社会科＞


校区探検・施設見学





＜総合的な学習の時間＞


情報収集・インタビュー








